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東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
過

し
、平
成
二
十
四
年
は
『
復
興
元
年
』

と
も
一
部
で
は
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
再
生
を
果
た
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、

再
生
事
例
お
よ
び
、
活
用
で
き
る
資
金
支
援

制
度
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

震
災
に
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
、
い
ま
だ
に
復
興
へ

の
道
筋
が
見
え
な
い
事
業
者
も
数
多
く
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、「
震
災
特
需
」
と
言
わ
れ

る
現
象
も
発
生
し
て
お
り
、
地
域
格
差
・
業

種
格
差
が
生
じ
て
い
る
事
も
事
実
で
す
。

　
【
復
旧
】
を
「
元
の
姿
へ
戻
す
」
と
定
義
す

る
な
ら
ば
、【
復
興
】
と
は
「
新
た
な
姿
を
生

み
出
す
」
事
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
震
災
に
よ
り
事
業
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
状
況
に
お
い
て
、
以
前
の
姿
に

戻
す
だ
け
で
は
、
再
生
を
果
た
す
事
は
難
し

い
と
言
え
ま
す
。
特
に
、
経
営
資
源
が
乏
し

い
と
言
わ
れ
る
中
小
・
小
規
模
事
業
所
で
は
、

次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

①
自
社
の
存
在
意
義

　

事
業
が
成
り
立
つ
た
め
の
前
提
条
件
は
、

自
社
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人

（
企
業
）
が
存
在
す
る
、
と
い
う
事
で
す
。
自

社
は
誰
の
た
め
に
ど
の
様
な
貢
献
を
果
た
す

の
か
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
確
認
し
認
識
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
選
択
と
集
中

　

人
・
資
金
・
時
間
等
、
経
営
資
源
が
限
ら

れ
て
い
る
中
小
・
小
規
模
事
業
所
に
と
っ
て
、

幅
の
広
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
、
視
点
を
変
え

れ
ば
一
つ
一
つ
の
品
質
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
事

が
難
し
く
な
る
、
あ
る
い
は
、
企
業
体
力
を

消
耗
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
活
用

す
る
に
は
、
何
を
選
択
し
、
ど
こ
に
集
中
し
て

資
源
投
下
を
図
る
か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

③
連
携
力

　
選
択
し
集
中
し
て
い
く
事
は
、「
強
み
」
へ

特
化
す
る
事
で
す
。
目
指
す
方
向
性
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
等
を
同
一
に
す
る
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
強
み
を
結
び
付
け
る
（
連
携
す
る
）
事

に
よ
っ
て
、生
み
出
さ
れ
る
価
値
は
「
掛
け
算
」

の
ご
と
く
増
加
さ
れ
て
行
き
ま
す
。
連
携
グ

ル
ー
プ
で
の
価
値
創
造
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
一
部
業
種
・
業
態
で
は
、
需
要
が
供
給
を

上
回
る
「
震
災
特
需
」
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ど
の
様
な
状
況
で
あ
る
の
か
、
改
め

て
考
え
て
み
ま
す
。

　
図
表
１
は
縦
軸
が
需
要
、
横
軸
が
時
間
で

あ
り
、
時
間
軸
と
の
平
行
線
は
平
常
時
の
需

要
を
表
し
て
い
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
時
間

の
経
過
と
と
も
に
徐
々
に
需
要
が
発
生
す
る

は
ず
が
、
震
災
で
多
く
の
も
の
を
消
失
し
た

こ
と
に
よ
り
時
間
軸
が
圧
縮
さ
れ
、
短
時
間

で
集
中
的
に
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
新
た
な
需
要
が
生
ま
れ
た
わ
け
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
あ
る
は
ず
の
も
の
が
今

求
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
震
災
特

需
は
い
ず
れ
落
ち
着
き
を
見
せ
、
需
要
減
少

へ
向
か
う
事
は
想
像
に
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
需
に
よ
り
現
在
は
業
績
が
好
調
な
事
業

者
に
お
い
て
も
、
こ
れ
が
本
当
の
「
復
興
」
で

は
な
い
事
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
事
業
再
生
・
復
興
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

自
社
の
足
元
（
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

の
経
営
資
源
）
を
見
つ
め
直
し
、
強
み
を
生

か
し
た
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
、
こ
れ
か

ら
進
む
到
達
点
を
設
定
す
る
事
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
「
見
え
る
化
」
す
る
事

が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
再
生
・
復
興
は
、
経
営
者
の
み
の
力
で
は
難

し
く
、
全
役
員
・
従
業
員
の
「
人
間
力
」
を

集
結
し
、
金
融
機
関
・
取
引
先
等
の
関
係
者

か
ら
賛
同
と
協
力
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
見
え
る
化
」
と
は
「
復
興
事
業
計
画
書
を

作
成
す
る
事
」
で
す
。

　

計
画
書
の
作
成
・
開
示
を
通
し
て
、
意
思

疎
通
を
図
る
の
み
で
は
な
く
、
経
営
者
自
身

も
自
社
資
源
を
再
認
識
し
、
経
営
環
境
を
分

析
し
、
再
生・復
興
へ
の
道
筋
（
ス
ト
ー
リ
ー
）

を
描
く
事
で
、
こ
の
先
何
を
成
す
べ
き
か
が

明
確
と
な
り
ま
す
。
見
え
な
い
不
安
か
ら
解

放
さ
れ
、
再
生
・
復
興
へ
の
決
意
を
固
め
る

た
め
に
も
、計
画
書
の
作
成
は
重
要
な
ス
テ
ッ

プ
と
言
え
ま
す
。

　

大
ま
か
な
計
画
書
作
成
の
ス
テ
ッ
プ
お
よ

び
、
計
画
書
構
成
（
例
）
は
図
表
２
の
通
り

で
す
。

　
作
成
時
は
次
の
点
に
注
意
し
ま
す
。

★
経
営
者
・
経
営
幹
部
が
主
体
的
に
作
成
す

る
。（
人
任
せ
に
し
な
い
）

事
業
再
生
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
～
復
興
を
果
た
す
た
め
に
～

震災対応
誌　上
相談室

QA復
興
へ
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

震
災
特
需
に
ひ
そ
む
罠

事
業
再
生
へ
向
け
て
成
す
べ
き
事

計
画
書
作
成
時
の
注
意
点

震災による
需要

需
要

平常時の
需要

力

時間

図表1　震災後の需要発生のメカニズム

はじめに
㈱○○○
代表取締役
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復興事業
計画書

Ⅰ．現状認識と
今後の課題
1.環境分析
2.自社分析
3.今後の方向

Ⅱ．復興事業
計画書
1.復興理念・
　復興ビジョン

2.戦略・実施事項
3.実施
　スケジュール

4.金融機関への
　依頼事項
5.数値計画

資料編

現状把握

環境調査

自社分析

問題の洗い出し

課題・目標の設定

復興事業計画書作成

図表2　計画書の構成例
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★
震
災
前
よ
り
抱
え
て
い
た
問
題
・
課
題
に

対
し
、
解
決
策
を
盛
り
込
む
。

★
復
興
へ
の
決
意
表
明
を
盛
り
込
む
。

★
最
大
限
の
自
助
努
力
を
盛
り
込
む
。

★
数
値
計
画
は
実
態
を
ベ
ー
ス
に
作
成
す
る
。

（
見
せ
か
け
の
排
除
）

★
数
値
の
論
拠
が
明
確
（
根
拠
資
料
の
充
実
）

★
一
定
の
返
済
原
資
の
確
保

★
目
標
と
行
動
計
画
の
整
合
性
が
取
れ
て
い

る
事

★
全
役
員
・
社
員
が
前
向
き
に
な
れ
る
計
画

で
あ
る
事

　
さ
ら
に
、「
計
画
書
の
読
み
手
を
意
識
す
る
」

こ
と
も
大
切
で
す
。
計
画
書
を
読
む
人
の
立

ち
位
置
に
よ
り
、
読
む
視
点
と
い
う
も
の
は

異
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
意
識
す
る
事
に
よ
っ

て
、
読
み
手
が
欲
し
い
情
報
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
事
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
経
営
者
自
身
・
役
員
・
従
業
員
視
点

　
復
興
理
念・
ビ
ジ
ョ
ン・
経
営
目
標
の
設
定・

開
示
・
共
有
化
。
従
業
員
力
の
集
結
。

●
金
融
機
関
視
点

　
資
金
調
達
。
返
済
は
可
能
で
あ
る
の
か
？

●
取
引
先
視
点

自
社
と
の
取
引
メ
リ
ッ
ト
。
魅
力
あ
る
事

業
な
の
か
？

　

再
生
ス
ト
ー
リ
ー
を
実
現
す
る
ポ
イ
ン
ト

は
、計
画・実
行・評
価・改
善
を
繰
り
返
す「
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
で
す
。
い
か
に
数
多
く

回
転
さ
せ
る
か
に
よ
り
、
再
生
・
復
興
へ
の

ス
ピ
ー
ド
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
計
画
で
は
目
標
と
仮
説
を
設
定
し
、
実
行

時
に
測
定
を
行
い
、
評
価
時
に
測
定
結
果
と

仮
説
と
の
ズ
レ
を
認
識
・
原
因
を
検
討
し
、

新
た
な
仮
説
設
定
と
改
善
、
そ
し
て
実
行
。

回
せ
ば
回
す
ほ
ど
、
現
実
と
の
ズ
レ
は
解
消

さ
れ
、
再
生
・
復
興
へ
近
づ
い
て
行
き
ま
す
。

　
あ
る
広
告
関
連
企
業
の
事
例
で
す
。

　

こ
の
企
業
は
、
震
災
に
よ
る
直
接
被
害

は
幸
い
に
も
大
き
い
も
の
で
は
な
く
、
通
常

業
務
を
継
続
す
る
こ
と
は
可
能
な
状
況
で
し

た
。
し
か
し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
取
引

先
も
多
く
、
ま
た
、
広
告
自
粛
ム
ー
ド
も
あ

り
、
取
引
先
へ
の
営
業
自
体
を
遠
慮
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
間
接
的
な
被
害
を
受
け
て
い
る
状

況
で
す
。

　
そ
こ
で
経
営
者
は
次
の
よ
う
に
考
え
ま
し

た
。「
こ
れ
ま
で
作
れ
な
か
っ
た
時
間
が
生
ま

れ
た
。
こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
だ
！
」

　
少
数
精
鋭
、
提
案
型
高
品
質
商
品
、
素
早

い
対
応
を
強
み
と
し
て
き
た
同
社
は
、
顧
客

密
着
を
重
視
す
る
反
面
、
日
々
の
業
務
に
忙

殺
さ
れ
、
以
前
よ
り
東
京
本
社
に
つ
い
て
も

対
応
し
て
欲
し
い
と
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
の

受
託
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
図
ら
ず
も
生
ま
れ
た「
時
間
資
源
」。

　

東
京
進
出
を
念
頭
に
、
環
境
分
析
・
こ
れ

ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
抽
出
、
改
善
策
検

討
（
連
携
検
討
）、理
念・ビ
ジ
ョ
ン
の
明
文
化
、

数
値
目
標
、
顧
客
・
従
業
員
満
足
度
目
標
等
、

全
役
員
・
社
員
が
参
加
し
復
興
事
業
計
画
書

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
作
成
過
程
を
通
し
て
、
経
営
者
の
考
え
方
、

目
指
す
方
向
と
目
標
が
共
有
さ
れ
、
全
社
の

一
体
感
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
計
画
書
を
基
に

東
京
進
出
資
金
融
資
を
申
し
込
み
、
無
事
に

資
金
獲
得
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
（
ス
カ

イ
プ
）
を
利
用
し
た
定
例
会
議
（
報
告
は
事

前
に
メ
ー
ル
送
信
、
会
議
は
検
討
の
場
と
位

置
付
け
）
等
に
よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
回
転
数
を
向

上
、
売
り
上
げ
・
利
益
共
に
大
幅
な
増
加
を

実
現
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
手
薄
と
な
っ
た

地
元
体
制
は
、
新
規
雇
用
の
上
、
時
間
的
余

裕
の
あ
っ
た
数
カ
月
で
集
中
的
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
教

育
を
経
営
者
自
ら
が
実
施
、
戦
力
と
し
て
順

調
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
例
か
ら
、
目
線
を
変
え
る
事
の
重

要
性
（
ピ
ン
チ
の
裏
に
は
チ
ャ
ン
ス
あ
り
）

を
感
じ
ま
す
。

　
支
援
策
あ
り
き
の
行
動
は
、そ
の
後「
重
荷
」

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
復
興
計
画
を

実
現
す
る
た
め
」
の
「
支
援
策
活
用
」
で
あ

る
事
が
重
要
で
す
。

資
金
支
援
策
は
三
つ
に
分
類
す
る
事
が
出
来

ま
す
。
主
な
施
策
は
次
の
通
り
で
す
。

①
資
金
繰
り
に
対
す
る
支
援

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
て
実
施
さ
れ
て
い

る
「
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
貸
付
」
を
は

じ
め
と
し
た
、
長
期
・
低
利
貸
付
制
度
。
会

議
所
が
窓
口
で
あ
る
「
マ
ル
経
融
資
制
度
」

に
お
い
て
も
一
般
枠
（
１
，
５
０
０
万
円
以

内
）
と
は
別
枠
に
て
、
震
災
対
応
特
枠
（
１
，

０
０
０
万
円
以
内
）
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
信
用
保
証
協
会
に
お
い
て
も
震
災

関
連
保
証
が
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
施
設
・
設
備
復
旧
に
対
す
る
支
援

　
複
数
の
中
小
企
業
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
グ

ル
ー
プ
が
、
施
設
・
設
備
を
復
旧
す
る
場
合

に
活
用
で
き
る
「
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施

設
等
復
旧
整
備
補
助
事
業
」
が
五
月
一
日
～

三
十
一
日
ま
で
募
集
が
行
わ
れ
ま
す
。

③
雇
用
に
対
す
る
支
援

　
被
災
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方
等
を
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
紹
介
に
て
雇
用
し
た
場
合
に
支
給

申
請
が
出
来
る
「
被
災
者
雇
用
開
発
助
成
金
」

等
の
制
度
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
支
援
策
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
検

索
す
る
事
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。（
募
集
期
間
等
個
別
の
確
認
が
必

要
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

【
復
旧
・
復
興
支
援
制
度
情
報
】

 http://w
w

w
.r-assistance.go.jp/

【
回
答
】

仙
台
商
工
会
議
所 

嘱
託
専
門
指
導
員

中
小
企
業
診
断
士
　
植
松
正
人 

氏

ＰＤＣＡサイクル

いかにＰＤＣＡを数多く回すかが鍵！

復興計画

計画

Plan Do

Act Check
改善 評価

実行＋測定

事
業
再
生
を
実
現
す
る
に
は

事
業
再
生
・
復
興
事
例

事
業
再
生
・
復
興
へ
の
支
援
策


